
計 画 事 項 の 別 表



別表１ 森林の有する機能別の森林の所在及び面積

単位 面積：ha

区 分 機 能 別 面 積

水源かん養 山地災害防止 生活環境保全 保健文化 木材等生産

総 数 51,089.20 10,127.08 5,786.96 40,620.88 12,810.34

仙 台 市 18,030.47 903.09 3,652.23 19,046.62 3,502.11

白 石 市 3,263.34 570.94 1,333.94 3,615.65 1,303.66

名 取 市 - - 37.02 37.02 -

角 田 市 - - 11.94 11.94 -

岩 沼 市 - - 116.65 87.69 -

蔵 王 町 3,879.79 2,598.02 - 4,223.22 456.15

七 ヶ 宿 市 14,974.83 5,259.56 151.67 6,182.68 4,485.88

村 田 町 379.85 3.73 - 384.59 108.30

川 崎 町 8,562.27 685.62 340.11 6,330.73 1,167.79

丸 森 町 1,998.65 106.12 49.57 601.54 1,786.45

亘 理 町 - - 21.23 21.93 -

山 元 町 - - 67.71 72.38 -

七 ヶ 浜 町 - - 4.89 4.89 -

注 森林の有する機能別の森林の所在は、別紙森林の有する機能別の森林の所在のとおり。
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別紙

水源かん養機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 51,089.20

仙 台 市 2～4,6～17,29～36,42～50,53,54,58～61,101～191 18,030.47

白 石 市 324～329,331,333,334,336～340,380～382,404～406 3,263.34

名 取 市 -

角 田 市 -

岩 沼 市 -

蔵 王 町 301～309 3,879.79

七 ヶ 宿 町 341～372,374～379,383～394,396～402,409～422 14,974.83

村 田 町 68,69,95～97 379.85

川 崎 町 62～66,70,73,192～236,238～241 8,562.27

丸 森 町 501～519,521,523,524 1,998.65

亘 理 町 -

山 元 町 -

七 ヶ 浜 町 -

山地災害防止機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 10,127.08

仙 台 市 52,53,55,141,143,144,146,150,151,157～162,164～167 903.09

白 石 市 324,326,328～331 570.94

名 取 市 -

角 田 市 -

岩 沼 市 -

蔵 王 町 301～310,315～317 2,598.02

七 ヶ 宿 町 348～362,364,371,372,393,394,396～398,400,413,414,417, 5,259.56

418

村 田 町 96 3.73

川 崎 町 62,203,204,218～220,222,232,235,237 685.62

丸 森 町 501～503,505,506,508,512～514,518,519,521,524 106.12

亘 理 町 -

山 元 町 -

七 ヶ 浜 町 -
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生活環境保全機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 5,786.96

仙 台 市 2～17,21～36,40～50,52,55～61,77～81,83,86～88 3,652.23

白 石 市 334～340 1,333.94

名 取 市 89 37.02

角 田 市 525 11.94

岩 沼 市 90～92 116.65

蔵 王 町 -

七 ヶ 宿 町 383 151.67

村 田 町 -

川 崎 町 62～65 340.11

丸 森 町 524 49.57

亘 理 町 98,99 21.23

山 元 町 99,100 67.71

七 ヶ 浜 町 86 4.89

保健文化機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 40,620.88

仙 台 市 2～16,21～36,40～50,55～61,77～81,83,86～88,101～132, 19,046.62

134～191,

(秋)4,(秋)7,(秋)9～12

白 石 市 321～331,333～340,404～407,(福)7 3,615.65

名 取 市 89 37.02

角 田 市 525 11.94

岩 沼 市 90,92 87.69

蔵 王 町 301～322 4,223.22

七 ヶ 宿 町 341～366,395,408 6,182.68

村 田 町 68,69,95～97 384.59

川 崎 町 62～65,70,194～196,201,206～220,224～237,239～241 6,330.73

丸 森 町 506,507,509～513,518,523,524,(筆)2 601.54

亘 理 町 98,99 21.93

山 元 町 99,100 72.38

七 ヶ 浜 町 86 4.89
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木材等生産機能

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 12,810.34

仙 台 市 2～4,6～17,21～36,40～50,52～61,78～80,83,101,102, 3,502.11

107～112,114～119,128,133～139,147,148,152～155,165,

168～175,177,178,181,186,(秋)7,(秋)9～12

白 石 市 321,323,327,328,331,333～340,380～382,405,407, 1,303.66

(小)2,3, (小)8,9, (斉)2～5

名 取 市 -

角 田 市 -

岩 沼 市 -

蔵 王 町 306,312～314,318～322 456.15

七 ヶ 宿 町 341～349,357,360,361,364,367,368,370～372,374～379, 4,485.88

383～398,400～402,408～422,(滑)1

村 田 町 68,69,96 108.30

川 崎 町 62～66,70,73,192～199,201,203～205,207,209,211～216, 1,167.79

221～224,226,227,231,(川)3, (川)5～6

丸 森 町 501～519,521～524,(筆)2,(大)1～4 1,786.45

亘 理 町 -

山 元 町 -

七 ヶ 浜 町 -

注 １ 森林の区域(林小班）は、東北森林管理局計画課に備えおく別冊のとおり。

２ ( )書きは官行造林地で契約者等名称は以下のとおり。

（宮）仙台市宮城町 （七）七ヶ宿町

（秋）仙台市秋保町 （滑）七ヶ宿町滑津牧野農業協同組合

（福）白石市福岡財産区 (川）川崎町

（小）白石市小原財産区 （筆）丸森町筆甫財産区

（斉）白石市斉川 （大）丸森町大山（伊藤誠外）

（蔵）蔵王町宮財産区
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別表２ 計画期間において到達し、かつ、保持すべき森林資源の状態等

単位 面積：ha

区 分 現 況 計画期末
参 考（現 況）

水 土 共 生 循 環

面 育成単層林 17,984 17,757 11,543 3,689 2,752

育成複層林 1,441 1,442 1,007 269 165

積 天 然 生 林 32,000 31,739 15,368 15,862 770

森林蓄積 m3/ha 165 189

林道整備率 ％ 50 54

注１ 育成単層林、育成複層林及び天然生林において実施される施業の内容については、以下

のとおり。

(1) 育成単層林においては、森林を構成する林木の一定のまとまりを一度に全部伐採し、人

為※１により単一の樹冠層を構成する森林として成立させ維持する施業(育成単層林施業)。

(2) 育成複層林においては、森林を構成する林木を択伐※２等により部分的に伐採し、人為に

より複数の樹冠層※３を構成する森林（施業の関係上一時的に単層林となる森林を含む｡）

として成立させ維持する施業（育成複層林施業）。

(3) 天然生林においては、主として天然力を活用することにより成立させ維持する施業（天

然生林施業）。この施業には、国土の保全、自然環境の保全、種の保存等のための禁伐等

を含む。

２ 現況については、平成21年３月31日現在の数値である。また、「水土」は水土保全林、

「共生」は森林と人との共生林、「循環」は資源の循環利用林を指す。

※1 「人為」とは、植栽、更新補助（天然下種更新のための地表かきおこし、刈払い等）、

芽かき、下刈り、除伐、間伐等の保育等の作業を総称したもの。

※2 「択伐」とは、森林内の成熟木を数年～数十年ごとに計画的に繰り返し伐採（抜き伐

り）すること。

※3 「複数の樹冠層」は､樹齢や樹種の違いから林木の高さが異なることにより生じるもの。
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別表３ 伐採立木材積

単位 材積：1,000m３

総 数 主 伐 間 伐
区 分

総 数 針葉樹 広葉樹 総 数 針葉樹 広葉樹 総 数 針葉樹 広葉樹

総 数 607 592 15 155 152 2 452 439 13

別表４ 人工造林及び天然更新別の造林面積

単位 面積：ha

区 分 人工造林 天然更新

総 数 453 106

－22－



別表５ 公益的機能別施業森林の区域

（１）水土保全林の区域

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 28,653.09

仙 台 市 7,10,17,52～54,57,101～121,124,128,133～135,135～149, 8,715.07

152～155,159～175,177,178,181,186

白 石 市 327,328,331,336～338,340,380～382,404～407 1,024.04

名 取 市 89 37.02

岩 沼 市 90～92 116.65

蔵 王 町 301,302,304,306,315,316 219.19

七 ケ 宿 町 341～354,357～372,374～379,383～394,396～398,400～402, 11,430.91

409～422

村 田 町 68,69,96,97 234.14

川 崎 町 62,73,192～209,211～217,221～228,230～235,237,239 4,795.28

丸 森 町 501～519,521,523,524 1,990.59

亘 理 町 98,99 17.82

山 元 町 99,100 72.38

注 森林の区域（林小班）は、東北森林管理局計画課に備えおく別冊のとおり。
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（２）森林と人との共生林の区域

単位 面積：ha

区 分 森 林 の 区 域 （ 林 班 ） 面 積

総 数 22,801.05

仙 台 市 2～5,9～16,21～24,26～36,40～50,55～61,77～81,83, 10,011.46

86～88,101～106,108,109,113～115,121～127,129～132,142,

146,149～151,153～158,160,162,163,166,167,173,175～191

白 石 市 321～331,337～340,380～382,404～407 2,342.22

角 田 市 525 11.94

蔵 王 町 301～317 3,381.93

七 ケ 宿 町 348～356,366,367,369,372,374～379,384,385,393～395, 3,345.58

398,399,409～411,419

村 田 町 68,69,95,96 171.62

川 崎 町 70,194,195,207～210,213～220,229,234～236,238～241 3,484.52

丸 森 町 507,509,518 42.78

亘 理 町 98 4.11

七 ヶ 浜 町 86 4.89

注 森林の区域（林小班）は、東北森林管理局計画課に備えおく別冊のとおり。
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別表６ 開設又は拡張すべき林道の種類別及び箇所別の数量等

単位 延長：km 面積：ha 材積：m3

開設 利 用 区 域

拡張 種 類 位 置 路 線 名 延 長 面 積 材 積 備 考

別 (市町村) 針葉樹 広葉樹

開設 自動車道 蔵 王 町 青麻 1.1 102 22,314 34,188

小計 １路線 1.1

七ヶ宿町 大野沢 3.0 269 33,634 35,313

小松沢支線 4.0 107 25,854 25,692

田堀沢 1.6 190 23,557 10,755

森山（東） 5.0 403 38,658 39,188

竹の沢 4.0 187 27,040 19,138

森山（西） 3.5 261 42,152 28,701

大猫沢南 2.0 108 8,996 7,895

小計 ７路線 23.1

合 計 ８路線 24.2
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別表７ 樹根及び表土の保全その他林地の保全に特に留意すべき森林の地区

単位 面積：ha
森 林 の 所 在

面 積 留意すべき事項 備 考
市 町 村 地 区（林班）
総 数 49,563.05 １ 保安林等については、指定

仙 台 市 2～4,6～17,29～36, 18,046.74 の目的の達成に必要な施業を

42～50,52～56,58～61, 行う。

101～191 ２ 立木の伐採に当たっては、

白 石 市 322,324,326,328～331, 2,220.30 山地災害防止機能等に支障を

333,334,336～340, 及ぼすことのないよう留意

380～382,406 する。

蔵 王 町 301～310,313～319 3,391.28 土地の形質変更は極力行

七 ケ 宿 町 341～367,369～372, 14,766.79 わない。やむを得ず行う場合

374～379,383～402, は、必要最小限の規模とし、

409～422, 土砂の流出の防止等の施設設

村 田 町 68,69,95～97 376.57 けるなど林地の保全に十分

川 崎 町 62～66,70,73,192～241 8,736.65 留 意 す る も の と す る 。

丸 森 町 501～519,521～524 2,024.72
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別表８ 保安林として管理すべき森林の種類別面積等

8～1 保安林として管理すべき森林の種類別の計画期末面積

単位 面積：ha

保安林の種類 面 積 備 考

保安林総数（実面積） 49,839

水源かん養のための保安林 42,355

災害防備のための保安林 7,151

保健、風致の保存等のための保安林 2,641

注 総数欄は、２以上の目的を達成するために指定される保安林があるた

め、水源かん養のための保安林等の内訳の合計に一致しない。

8～2 計画期間内において保安林の指定又は解除を相当とする森林の種類別の

所在及び面積等

単位 面積：ha

指定 森 林 の 所 在 指定又は解除を

解除別
種 類

市町村 区 域
面 積

必要とする理由
備 考

解 除 水 源 仙台市 87,133 0 指定理由の消滅

かん養

丸森町 519 0

計 1

8～3 計画期間内において指定施業要件の整備を相当とする森林の面積

該当なし
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別表９ 治山事業の数量

単位 地区

森 林 の 所 在 治山事業
主な工種 備 考

市町村 区 域 施工地区数

仙 台 市 7,15,53,55,56,87,88,89,105,106, ２１ 山腹工

109,118,135～136,137,141,149,16 渓間工

0,170,184,189 本数調整伐

下刈

白 石 市 336,338,339 ３ 渓間工

岩 沼 市 90,91,92 ３ 本数調整伐

蔵 王 町 313,315,316 ３ 山腹工

渓間工

七 ヶ 宿 町 350,351,354,357,369,371,378,38 １５ 山腹工

4,385,386,389,394,401,417,419 渓間工

本数調整伐

川 崎 町 193,197,201,209,215,217,224,22 １１ 山腹工

8,235,236,237 渓間工

丸 森 町 502,503 ２ 渓間工

亘 理 町 98 １ 本数調整伐

山 元 町 99,100 ２ 本数調整伐

合 計 ６１
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別表10 法令により施業について制限を受けている森林の施業方法

単位 面積：ha

種 類
森 林 の 所 在

面 積 施業方法
備 考

市 町 村 区 域 （林 班） （重複制限林）

水かん 仙台市 2～4,6～17,29～36,42～50, 17,749.52 別紙１の 定特１ 646.54

53,54,58～61,101～191 とおり 定特２ 1,342.08

定特３ 505.24

県特１ 1,926.43

県特２ 2,864.99

県特３ 6,858.97

史 跡 102.57

県緑環 644.98

白石市 333,334,336～340,380～382 1,739.84

蔵王町 313,314,318,319 791.54 定特２ 20.41

定特３ 500.14

七ケ宿町 341～348,360～367,369～372, 11,277.87 定特１ 18.5

374～379,383～394,396～402, 定特２ 22.57

409～422 定特３ 148.71

村田町 68,69,95～97 378.36 砂 指 3.84

鳥保特 61.13

川崎町 62～66,70,73,192～236, 8,518.29 砂 指 10.17

238～241 定特保 632.43

定特１ 764.97

定特２ 2,341.31

定特３ 1,343.61

鳥保特 514.05

丸森町 501～519,521,523,524 1,915.42 県特１ 26.45

県特２ 13.05

県特３ 122.64

小計 42,370.84

土 流 白石市 324,326,328～331 465.1 定特保 102.06

定特１ 362.8

定特３ 0.24

鳥保特 102.06
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単位 面積：ha

種 類 森林の所在 面 積 施業方法 備 考

市 町 村 区 域（林 班） （重複制限林）

土 流 蔵王町 301～310,315～317 2591.24 別紙１の 保 健 1,738.60

とおり 砂 指 2.81

定特保 1,258.33

定特１ 901.98

定特２ 219.30

定特３ 211.63

鳥保特 1,262.68

七ケ宿町 348～359 3208.59 保 健 740.76

定特保 699.77

定特１ 384.09

定特２ 698.58

定特３ 1,426.15

鳥保特 680.46

川崎町 237 182.94 砂 指 2.18

定特２ 182.94

小計 6447.87

土 崩 仙台市 55,141,143,144,146 63.95 県特２ 20.1

県特３ 19.35

七ケ宿町 393,400,413,414 21.46 砂 指 0.45

丸森町 518 9.86 砂 指 0.71

県特２ 2.39

県特３ 7.47

小計 95.27

潮 害 仙台市 86～88 175.07 保 健 148.65

鳥保特 10.82

名取市 89 37.02

岩沼市 90～92 111

亘理町 98,99 21.14

山元町 99,100 65

七ヶ浜町 86 4.69 県 未 4.69

史 跡 4.69

小計 175.07
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単位 面積：ha

種 類
森 林 の 所 在

面 積 施業方法
備 考

市 町 村 区 域 （林 班） （重複制限林）

干 害 七ケ宿町 341 89.12 別紙１の

丸森町 509 44.56 とおり 県特１ 14.96

県特２ 6.33

県特３ 23.27

小計 133.68

なだれ 仙台市 159～161,164～167 56.2 県特２ 56.2

保 健 仙台市 22～24,56,78,79,83,87,88 470.28 潮 害 148.65

県緑環 235.30

蔵王町 301～307,309,310 1,738.60 土流保 1,738.60

砂 指 2.81

定特保 942.06

定特１ 743.75

定特２ 52.79

鳥保特 946.41

七ケ宿町 353～356 740.76 土 流 740.76

定特保 389.72

定特１ 79.98

定特２ 271.06

鳥保特 464.61

小計 2,949.64

風 致 角田市 525 11.72 県環特 11.72

計 52,479.14

砂 指 仙台市 52 0.19 別紙３の

蔵王町 301,302,304 4.78 とおり 土 流 2.81

保 健 2.81

定特１ 4.78

七ケ宿町 393,394,396,397,400 3.46 土 崩 0.45

村田町 96 3.84 水かん 3.84

川崎町 62,203,204,222,232,235,237 12.91 水かん 10.17

土 流 2.18

定特１ 4.62

定特２ 3.73

丸森町 501～503,506,508,512～514, 17.88 土 崩 0.71

518,519,521,524 県特２ 6.99

県特３ 0.72

計 43.06
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単位 面積：ha

種 類
森 林 の 所 在

面 積 施業方法
備 考

市 町 村 区 域 （林 班） （重複制限林）

定特保 白石市 329～331 102.06 別紙２の 土 流 102.06

とおり 鳥保特 102.06

蔵王町 302～305,307,310,317 1,262.70 土 流 1,258.33

保 健 942.06

鳥保特 1,262.70

七ケ宿町 348～356 706.40 土 流 699.77

保 健 389.72

鳥保特 599.55

川崎町 218,219,236 632.51 水かん 632.43

鳥保特 514.05

小計 2,703.67

定特１ 仙台市 175～181,184,186～188,191 648.81 水かん 646.54

史 跡 102.57

白石市 324,326,329～331,407 370.64 土 流 362.8

蔵王町 301,302,304,306,308,309,315 955.59 土 流 901.98

保 健 743.75

砂 指 4.78

七ケ宿町 348～353 403.29 水かん 18.50

土 流 384.09

保 健 79.98

鳥保特 81.02

川崎町 207～210,213～216,218,231, 774.00 水かん 764.97

234,235 砂 指 4.62

小計 3,152.33

定特２ 仙台市 176,179,180,182～185, 水かん

187～190

白石市 324,326,329,330

蔵王町 301,302,308,312,313,315,316 水かん 20.41

土 流 219.30

保 健 52.79

七ケ宿町 348～358 水かん 22.57

土 流 698.58

保 健 271.06

川崎町 195,196,201,206～210, 水かん 2341.31

213～220,228～234,237, 土 流 182.94

239,240 砂 指 3.73
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単位 面積：ha

種 類
森 林 の 所 在

面 積 施業方法
備 考

市 町 村 区 域 （林 班） （重複制限林）

定特２ 小計 5,271.90 別紙２の

定特３ 仙台市 177～179,181,186,187, 533.19 とおり 水かん 505.24

(秋)12 史 跡 21.34

白石市 321～328,330,331,404～407 1,478.76 土 流 0.24

蔵王町 306,308,311～316,320～322 1,197.06 水かん 500.14

土 流 211.63

七ケ宿町 348～354,358,359 1,596.74 水かん 148.71

土 流 1426.15

川崎町 194～196,201,209,213～217, 1,348.68 水かん 1343.61

227,228,239～241,

小計 6,154.43

計 17,282.33

県特１ 仙台市 105,106,109,114,115,122, 1,931.52 水かん 1926.43

123,125～127,129～132,142,

146,150,151,157,158,162,

163,167,173,176

丸森町 507,509,518 42.78 水かん 26.45

干 害 14.96

小計 1,974.30

県特２ 仙台市 101～106,122～127,130～132, 2,972.75 水かん 2864.99

140～142,144,146,149,150, 土 崩 20.1

157～167,170,173,175,176 なだれ 56.2

丸森町 506,509,518,523,524 30.28 水かん 13.05

土 崩 2.39

干 害 6.33

砂 指 6.99

小計 3,003.03

県特３ 仙台市 101～106,108～110,112～121, 7,135.05

124,126,128～130,134～146,

148～150,152～156,159～161,

165,166,168～173,175,

(宮)4,(秋)7,(秋)9～11
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単位 面積：ha

種 類
森 林 の 所 在

面 積 施業方法
備 考

市 町 村 区 域 （林 班） （重複制限林）

県特３ 丸森町 509,518,523,524 189.26 別紙２の

小計 7,324.31 とおり

県 未 七ヶ浜町 86 4.89 潮 害 4.69

史 跡 4.89

計 12,306.53

県環特 角田市 11.94 別紙３の 風 致 11.72

計 11.94 とおり

鳥保特 仙台市 86,88 10.82 潮 害 10.82

白石市 329～331 102.06 土 流 102.06

定特保 102.06

蔵王町 302～305,307,310,317 1,262.70 土 流 1,262.68

保 健 946.41

定特保 1,262.70

七ケ宿町 348～356 680.57 土 流 689.46

保 健 464.61

定特保 599.55

定特１ 81.02

村田町 95,96 61.13 水かん 61.13

川崎町 236 514.05 水かん 514.05

定特保 514.05

計 2,631.33

史 跡 仙台市 184,187,(秋)12 123.91 水かん 102.57

定特１ 102.57

定特３ 21.34

七ヶ浜町 86 4.89 潮 害 4.89

県 未 4.89

計 128.80

県緑環 仙台市 21～24,26～28,41～50, 1405.34 水かん 644.98

57～61,83 保 健 235.30

計 1405.34

合計 86,288.47
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注１ 種類及び備考欄の重複制限林の略称は、以下のとおり。

水かん＝水源かん養保安林 県特１＝県立自然公園第１種特別地域

土 流＝土砂流出防備保安林 県特２＝県立自然公園第２種特別地域

土 崩＝土砂崩壊防備保安林 県特３＝県立自然公園第３種特別地域

潮 害＝潮害防備保安林 県 未＝県立自然公園地種区分未定

干 害＝干害防備保安林 県環特＝県自然環境保全地域特別地区

なだれ＝なだれ防止保安林 鳥保特＝鳥獣保護区特別保護地区

保 健＝保健保安林 史 跡＝史跡名勝天然記念物

風 致＝風致保安林 県緑環＝県緑地環境保全地域

砂 指＝砂防指定地

定特１＝国定公園第１種特別地域

定特２＝国定公園第２種特別地域

定特３＝国定公園第３種特別地域

注２ ( )書きは官行造林地で契約者等名称は以下のとおり。

（秋）仙台市秋保町
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別紙１ 保安林の指定施業要件

事 項 基 準

伐採の方法 １ 主伐に係るもの

(1) 水源のかん養又は風害、干害若しくは霧害の防備をその指定の目的と

する保安林にあっては、原則として、伐採種の指定をしない。

(2) 土砂の流出の防備、土砂の崩壊の防備、飛砂の防備、水害、潮害若し

くは雪害の防備、魚つき、航行の目標の保存、公衆の保健又は名所若し

くは旧跡の風致の保存をその指定の目的とする保安林にあっては原則と

して、択伐による。

(3) なだれ若しくは落石の危険の防止若しくは火災の防備をその指定の目

的とする保安林又は保安施設地区内の森林にあっては、原則として伐採

を禁止する。

(4) 伐採の禁止を受けない森林につき伐採をすることができる立木は、原

則として、標準伐期齢以上のものとする。

２ 間伐に係るもの

(1) 主伐に係る伐採の禁止を受けない森林にあっては、伐採をすることが

できる箇所は、原則として、省令が定めるところにより算出される樹冠

疎密度が10分の８以上の箇所とする。

(2) 主伐に係る伐採の禁止を受ける森林にあっては、原則として、伐採を

禁止する。

伐採の限度 １ 主伐に係るもの

(1) 同一の単位とされる保安林等において伐採年度ごとに皆伐による伐採

をすることができる面積の合計は、原則として、当該同一の単位とされ

る保安林等のうちこれに係る伐採の方法として択伐が指定されている森

林及び主伐に係る伐採の禁止を受けている森林以外のものの面積の合計

に相当する数を、省令で定めるところにより、当該指定の目的を達成す

るため相当と認められる樹種につき当該指定施業要件を定める者が標準

伐期齢を基準として定める伐期齢に相当する数で除して得た数に相当す

る面積をこえないものとする。

(2) 地形、気象、土壌等の状況等により特に保安機能の維持又は強化を図

る必要がある森林については、伐採年度ごとに皆伐による伐採をするこ

とができる１箇所当たりの面積の限度は、省令で定めるところによりそ

の保安機能の維持又は強化を図る必要の程度に応じ当該指定施業要件を

定める者が指定する面積とする。

(3) 風害又は霧害の防備をその指定の目的とする保安林における皆伐によ

る伐採は、原則として、その保安林のうちその立木の全部又は相当部分

がおおむね標準伐期齢以上である部分が幅20メートル以上にわたり帯状

に残存することとなるようにするものとする。
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事 項 基 準

伐採の限度 (4) 伐採年度ごとに択伐による伐採をすることができる立木の材積は、原

則として、当該伐採年度の初日におけるその森林の立木の材積に相当す

る数に省令で定めるところにより算出される択伐率を乗じて得た数に相

当する材積をこえないものとする。

２ 間伐に係るもの

伐採年度ごとに伐採をすることができる立木の材積は、原則として、当

該伐採年度の初日におけるその森林の立木の材積の10分の3.5を超えず、か

つ、その伐採によりその森林に係る第１号(2)イの樹冠疎密度が10分の８を

下ったとしても当該伐採年度の翌伐採年度の初日から起算しておおむね５

年後においてその森林の当該樹冠疎密度が10分の８以上に回復することが

確実であると認められる範囲内の材積をこえないものとする。

植 栽 １ 方法に係るもの

満１年以上の苗を、おおむね、１ヘクタール当たり伐採跡地につき的確

な更新を図るため必要なものとして農林水産省令で定める植栽本数以上の

割合で均等に分布するように植栽するものとする。

2 期間に係るもの

伐採が終了した日を含む伐採年度の翌伐採年度の初日から起算して２年

以内に植栽するものとする。

３ 樹種に係るもの

保安機能の維持又は強化を図り、かつ、経済的利用に資することができ

る樹種として指定施業要件を定める者が指定する樹種を植栽するものとす

る。
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別紙２ 自然公園における施業の方法

区 分 施 業 の 方 法

特 別 森林の施業に関する制限について、環境大臣はそれぞれの地区につき農林水

保護地区 産大臣と協議して定めるものとする。

第１種 １ 禁伐とする。ただし、風致維持に支障のない場合に限り、単木択伐法を行

特別地域 うことができる。

２ 単木択伐法は次の規定により行う。

(1) 伐期齢は、標準伐期齢に見合う年齢に10年以上を加えて決定する。

(2) 択伐率は現在蓄積の10％以内とする。

第２種 １ 択伐法によるものとする。ただし、風致の維持に支障のない限り、皆伐法

特別地域 によることができる。

２ 公園計画に基づく車道、歩道、集団施設地区及び単独施設の周辺（造林地、

要改良林分、薪炭林を除く。）は、原則として単木択伐法によるものとする。

３ 伐期齢は、標準伐期齢に見合う年齢以上とする。

４ 択伐率は用材林においては、現在蓄積の30％以内とし、薪炭林においては

60％以内とする。

５ 伐採及び更新に際し、特に風致上必要と認める場合は環境省自然環境局長

及び県知事は、伐区、樹種、林型の変更を要望することができる。

６ 特に指定した風致樹については、保育及び保護に努めること。

７ 皆伐法による場合、その伐区は次のとおりとする。

(1) １伐区の面積は２ヘクタール以内とする。ただし、疎密度３より多く保

残木を残す場合又は車道、歩道、集団施設地区、単独施設等の主要公園利

用地点から望見されない場合は、伐区面積を増大することができる。

(2) 伐区は、更新後５年以上を経過しなければ連続して設定することはでき

ない。この場合においても、伐区は努めて分散させなければならない。

第３種 全般的な風致の維持を考慮して施業を実施し、特に施業の制限を受けないも

特別地域 のとする。

別紙３ 砂防指定地等の施業方法

区 分 施 業 の 方 法

砂防指定地 県条例で定めるところによる。

県自然環境保全地域 「宮城県自然環境保全条例」（昭和47年７月15日宮城県条例第25号）

特別地区 で定めるところによる。

鳥獣保護区 「鳥獣保護区内の森林施業について」（昭和39年１月17日38林野計

特別保護地区 第1043号）による。

史跡名勝天然記念物 「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）で定めるところによる。

県緑地環境保全地域 「宮城県自然環境保全条例」（昭和47年７月15日宮城県条例第25号）

で定めるところによる。
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